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       20２２～２３年度   Ｄ-2700  No. １０  202２年９月３０日 

小倉ロータリークラブ 週報 
 

 

ＲＩﾃｰﾏ：“イマジン  ロータリー”  
ＲＩ会  長：ジェニファー・ジョーンズ 氏 

(所属：カナダ/ウィンザー・ローズランドRC)  

地区ﾃｰﾏ：“ロータリー、継続活動と変化 ”   

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：西島 英利 氏(所属：小倉南RC)  

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“エターナル ロータリー ” 
会長 坪根 悟郎 ／ 幹事 高山 定典  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坪根 悟郎 会長 

なぜ歯を磨くか考えたことがありますか？ 虫歯や

歯槽膿漏の予防、歯の黄ばみやネバネバ、口臭のない爽

やかな口元でいたいからだと思います。でもみなさん

思いませんか？ これだけ科学が発達し、また連日 TV

コマーシャルでお口の細菌に効果があるという洗口剤

の宣伝をしています。だったら、面倒な歯磨きなどせず

に、うがいだけでいいじゃないのかと思いませんか？ 

ところが、うがいだけでは効果がないのです。歯ブラシ

を使った歯磨きで何を除去しているかというと、食べ

物の残りかす(食渣)と歯垢(デンタルプラーク)です。

特にデンタルプラークがやっかいです。プラークはバ

イオフィルムと呼ばれるものです。このバイオフィル

ムは複数の微生物とその産生物質から構成されており、

互いに助け合い、共同体として薬剤耐性を示します。で

すからプラークは機械的にバラバラにして除去する必

要があります。バラバラ(浮遊細菌)になれば、抗菌剤の

効果が顕れます。みなさん、食後の歯磨きを忘れずにお

口を健康に保って、楽しい食生活を送って下さい。 

 

              高山 幹事 

・来週 23日の金曜日は「秋分の日」で祝日のため、例

会はありません。 

・西島ガバナーより、青森県大雨災害に対する支援金の

協力依頼がありました。青森県の第 2830地区より支援

金の要請が全地区に来ているようです。このあと、募金

箱を回させていただきますので、ご協力をよろしくお

願いいたします。 

           中村 委員長 

2022年 7月 1日：68名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 70 名 43 名 ― 70.49% 

先週の

出席 70 名 35 名 27 名 
86.89% 
修正後 

◆ゲスト    1名 （卓話者）  

◆ビジター   0名 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３(５３１)１１２１                ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : kokura@2700rid.com 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL(５３１)１７２７ FAX(５２２)４３３３ 

クラブ会報委員会 委員長：竹中 休義       副委員長：藤澤 修司 

委 員：合馬 誠一、田中 幸一郎、雲田 昭慶、傍示 文昭、西東 大、伊藤 泰 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

            

    

第３５２６回 例会 記録 

 ９月１６日(金)  普通例会 

・ロータリーソング “我等の生業” 

・卓話  

声楽家 豊嶋 起久子 氏 

   

本日の例会 第３５２７回 

・ロータリーソング “それでこそロータリー” 

・卓話  

九州歯科大学 共通基盤教育部門 教授 

吉野 賢一 氏   

表紙写真(コンクリートジャングルを照らす中秋の名月) 

門司区の三宜楼での楽しい夜間例会の翌日は中秋の名月でした。雲から顔を出した中

秋の名月を、自宅のベランダから撮影することが出来ました。 

       【写真撮影：天ヶ瀬 洋正 会員／令和4年9月11日／小倉にて】 
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 藤澤 副 SAA 

10,000 円 ：累計金額 114,268円 

辰巳 和正 君 

①9 月 4 日の小戸カップヨットレースは、クルーザーA

クラスで 3位でした。 

②早田ひな選手の郷土愛の 100万円寄付に拍手です。

中村 文彦 君 

出席委員長でありながら、2週連続例会欠席でペコペ

コです。 

天ヶ瀬 洋正 君 

ソプラノ歌手・豊島起久子様、本日はソプラノではな

く、卓話をありがとうございます。「楽しいお話」楽し

みにしています。 

城 健一郎 君 

満 60歳を迎えるにあたり、今月末をもって定年退職

となります。なお、来月からも現職として再雇用すると

の辞令があり、引き続き小倉 RCで活動させて頂けるこ

ととなりました。今後は 1 年毎の契約更新となるため

先々のことはわかりませんが、籍がある限り精一杯務

めさせていただきますので何卒よろしくお願い申し上

げます。 

甲木 正子 君 

災害で焼失した映画館「小倉昭和館」支援の署名を回

しています。皆様ご協力よろしくお願いします。 

 

 

増田 第 2700 地区米山記念奨学委員 

◎小倉RC 

当クラブに、第 25回

米山功労クラブの感

謝状が贈られました。 

 
米山功労クラブ 

クラブの特別寄付の累計 

100 万円毎に、感謝状が贈

られます。 

 

 

 

親睦活動委員会             山中 委員 

10 月下旬に洗心会を計画しておりましたが、昨今の

コロナの状況を考えまして、残念ながら今回は中止と

いたします。 

社会奉仕委員会             城 委員長 

明日 9月 17日（土）早朝 6時より、早朝清掃を行い

ます。JR小倉駅前に 6時集合です。現在台風 14号が発

生しております。明日は雨の予報はございませんが、気

を付けて作業されてください。 

声楽家 

豊嶋 起久子 氏 

『文化の秋～ヨーロッパのオペラハウスで～』 

 

ハンガリーは、国際コ

ンクールでスポンサー

にご招待頂いて訪れた

場所です。日本での予選

はサントリーホールの

中のリハーサル室で行

われ、私は 6番目に選ば

れて、ぎりぎりメンバー

に入り込みました。サン

トリーホールには、眞鍋

圭子さんと言う、カラヤ

ンの通訳や音楽ジャーナリスト的なご活躍をされた方

が作った小さなアカデミーがありました。私はドイツ

の国際コンクールで入賞した縁でお声がかかり、その

アカデミーで無償で学ばせて頂いていました。その眞

鍋さんがハンガリー国立歌劇場で行われた国際コンク

ールのファイナルを聴きにいらしていました。私は幸

いにも優勝し、家族や関係者はとても喜んで下さいま

した。一番嬉しかったのは、世界の名メゾソプラノと言

われたウィーン国立歌劇場の宮廷歌手クリスタ・ルー

ドビッヒ氏が審査委員長として来られていて、初対面

し、私を「貴方は悲劇も喜劇も表現できる才能がある！ 

ヨーロッパに来なさい！」と直接言われた事でした。優

勝した事で、ハンガリー国立歌劇場の本公演のプッチ

ーニーの作品「ラ・ボエーム」に出演し、出演料も頂き

ました。日本に残るかドイツに留学するか。私は迷わず

後者へ邁進することにしました。その後、旧安田生命ク

オリティーオブライフ文化財団から 2 年の海外留学助

成金を頂き、ベルリン国立音楽大学に合格し渡欧しま

した。 

ハンガリー国立歌劇場は、外側と比べて内側がとて

も豪華な劇場です。玄関から中央階段など広いロビー

は全てが大理石で出来ており、建てられたときの予算

枠は大変なものであったのだろうと思います。メイン

会場は古典的な馬蹄形で、大変に響きの美しいオペラ

座です。私はここでヨーロッパでの初舞台を踏めたこ

とをとても誇りに思っています。 

プラハは、マダム・バタフライに抜擢されてこの役を

初めてヨーロッパで歌い成功した思い出の場所です。

ヨーロッパは 9 月にシーズンが始まりますが、その年

の 6 月ごろに、私はスイスのルガーノで行われた声楽

のマスタークラスに参加していました。そこで私はコ

ンサートに数回出演していました。コンサートが終わ

った後、次のシーズンからプラハ国立歌劇場の音楽監

督に就任する方より、出演のお話を頂きました。「まだ

早いのではないか」と不安もありましたが、ここでスタ

ートを切りたいと思える「勢い」もありました。27 歳
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の時でした。 

このデビューに際して、声楽の技術や芸術を指導し

て下さっていたクリスタ・ルードビッヒ先生から、大変

印象的なことを言われました。それは、「引き際」につ

いてでした。Yes、Noをはっきり発信すること、そして、

劇場と言うのは「望まれているうちに自分で去れ」と教

えられました。大抵は、契約が切れるときに円満なお別

れをしますが、これではダメなのです。 

プラハでの思い出は沢山ありますが、日本大使から

招待を受けて公式のお食事会に招いて頂いたことがあ

りました。その時に、チェコに在る広島の原爆ドームと

同じ設計図を参考に建てられたとされている建物を観

に行きました。戦前、私の先祖が広島の奨励館や周囲で

働く方々と親しくしていた事を聞いていましたので、

感慨深いものがありました。「あー、こんな雰囲気の建

物があの広島の街にあったのだな」としみじみと考え

させられました。また、私自身プラハに御縁があった事

を思う時間となりました。この出来事は、沢山の思い出

の中でも私の印象に強く残りました。 

ポーランドでは、36 年ぶりの新演出が行われ、その

プレミエを歌いました。この後に首都のワルシャワに

立ち寄り、ショパンのゆかりを訪ねましたが、原子を発

見し研究したキュリー夫人の生家やユダヤ人の大量虐

殺が行われたアウシュビッツに足を運び、歴史の事実

に手を合わせました。この劇場に私を繋いでくださっ

たのは、ユダヤ人ソプラノのヒルデ・ツアデックという

往年の大歌手でした。彼女からも迫害虐殺などの話か

ら声の技術や舞台での話まで、貴重なことを聞き習い

ました。 

 

小倉駅前早朝清掃 報告 

日 時：9月 17日（土） 6時～ 

参加者：稲原、村上、杣、伊与田、角南、佐竹、伊井、

城、宮島、安田(堅)、甲木、田中(幸)、 

雲田、伊藤家族、瓜生、安田(裕)、青木、宮﨑 

小倉工業高等学校 IAC生徒 

今年度 3 回目の JR 小倉駅前清掃は、台風 14 号の襲

来前日の実施となりました。当日の朝は気温も然程高

くなく、秋の訪れを予感させられるなかで気持ち良く

清掃活動に勤しみました。今回より「可燃ゴミ」「缶・

瓶」「ペットボトル」の 3種類に分別して回収を行って

いますのでご協力をお願い致します。なお、当日は社

会奉仕委員長を仰せつかる城が集合時間に遅刻し、大

変申し訳ございませんでした。   

  【報告者：城】 
 

プログラム委員会 会合 報告 

日 時：9月 20日（火） 18時 30分～ 

場 所：オールデイダイニング リートス 

参加者：天ヶ瀬、傍示、宇城、西東、畠中 

リーガロイヤルホテル小倉 2 階にあるレストラン

「リートス」にて、プログラム委員会を開催しました。

委員会メンバーの親睦を深めつつ、今後の例会での卓

話者選定や、2月開催の合同例会について、実りある打

ち合わせを行いました。    

【報告者：畠中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会予告 

 

10 月 9 日（日） 親睦例会 

ギラヴァンツ北九州応援 

於：ミクニワールドスタジアム北九州 

 

10 月 14 日(金)   普通例会 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “2700 のマーチ” 

・会員卓話  

九州旅客鉄道(株)  小倉駅長 

雲田 昭慶 氏  

 

 

米山記念奨学会「特別寄付金」 

例会当日寄付者 

・伊与田 修  ・小島 庸匡 

合計     2022～23 年度累計金額 

8,000 円    127,000 円 
   


